




Author(s)大槻, 道夫; 佐々, 真一; 波多野, 恭弘













































N = 10800、η/Vk京=1.00 pα/k = 1.92 x 10-3 (data 1)ぅ3.75X 10-5 (data 2)抑 /k= 4.35 x 10-3 
かつ Lx/α=Ly/α= 15 (data 3)。さらに、正方形と円形の点は図2のデータから pα/k= r= 
1.25 X 10-3 (square symbol)と5.4X 10-5 (circle symbol)の点をプロットしたものである。
2 モデル
扱うモデルは、質量mの粉体粒子をN個含んだ3次元の系である。系の長さはz、ν、Z
方向にLx、Ly、Lzとする o V = (γム0，0)という勇断速度を与えるためにLees-Edwards 







次元化した努断応力 ~=σα/k と無次元化した Z 方向の圧力 I1 =pα/k を測定する。勇断
応力と圧力の微視的標識は [5]に書いてある。
3 レオロジ一転移









ん(f，vc) ~ fα 


























図 2:左;幾つかの νにおける 2のr依存性。太い直線は、後の次元解析で得られる臨界点での
ベキ乗則~ cx: r5/7を表す。 ν=0.630ではr:s 10-4で、バグノルド則が見られる [2]。右:幾つか









































σ/p 応 const. for 1<<ん






タを図 1に書いておいた。上記の考察から期待されたようにベキ乗則は I= 1.25 X 10-3 
の場合にはきちんと成立している。さらに、図2を見る限りでは臨界状態よりも密度がか
なり低いr= 5.4 x 10-5の場合でさえもベキ乗則が見られる。これほど広い領域でベキ
乗則が観測される理由はまだわかっていない。
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